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調 査 の 概 要 
 

１ 調査目的 

男女共同参画に関する市民の意識、意見及び要望を集約、解析することにより、鎌ケ谷市の現状、課題を

把握し、次期男女共同参画計画策定のための基礎資料とすることを目的とする。 

 

２ 調査の方法 

（１）調査対象 鎌ケ谷市内に居住する１８才以上の市民３，０００人（無作為抽出） 

（２）調査方法 調査票を各戸に郵送し、記入後アンケートを郵送にて回収 

（３）調査実施時期 令和 7 年８月１５日（金） ～ ９月１６日（火） 

（４）回収結果 総回収数 １,０４８名 有効回収数 １,０４７名 

 有効回収率 ３４.９％ 

 

３ 概要版を読む際の注意点 

・ 前回調査は令和元年 10 月に実施しており、すべて「前回」と表記する。 

・ 集計は小数点第２位を四捨五入した。したがって、数値の合計が 100.0％にならないことがある。 

・ ２つ以上の回答をしてもよい質問（複数回答）では、数値の合計が 100.0％を上回ることがある。 

・ 本文やグラフ・数表上の選択肢の表記は、場合により語句を簡略化してある。 

・ クロス分析の各属性の回答者数の合計は、「無回答」があるため、全回答者数とは一致しない。 

 

回答者の属性 
 

１ 性別 

 
 

２ 年齢 

  

全　体 [n=1047] 38.2 58.6 

0.1 1.2 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他の性自認 記入したくない 無回答

全　体 [n=1047]

[n=400]

[n=614]

[n=1]

[n=13]

男　性

女　性

その他の性自認

記入したくない

1.1 

2.0 

0.7 

8.0 

5.3 

10.1 

7.7 

13.0 

10.8 

14.7 

23.1 

14.3 

13.3 

15.5 

100.0 

7.7 

18.3 

18.5 

18.9 

15.4 

21.7 

22.5 

21.8 

15.4 

15.5 

19.3 

13.7 

7.7 

5.9 

8.5 

4.6 

2.1 

0.2 

23.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～69歳 無回答70～79歳 80歳以上

男女共同参画に関する市民意識 

アンケート調査報告書 概要版 
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Ⅰ 男女共同参画社会について 
 

１ 男女平等意識 

 

 

  

男性が

優遇され

ている

（計）

女性が

優遇され

ている

（計）

① 家庭生活 今回調査[n=1047] 52.0% 8.5%

前回調査[n=1176] 55.2% 10.1%

② 職場 今回調査[n=1047] 51.5% 8.7%

前回調査[n=1176] 65.7% 7.1%

③ 学校教育 今回調査[n=1047] 10.6% 4.0%

前回調査[n=1176] 16.4% 2.3%

④ 地域生活 今回調査[n=1047] 25.3% 7.0%

前回調査[n=1176] 29.2% 9.0%

⑤ 法律や制度 今回調査[n=1047] 41.2% 8.3%

前回調査[n=1176] 42.6% 7.3%

⑥ 社会通念・慣習 今回調査[n=1047] 67.4% 4.1%

前回調査[n=1176] 70.7% 4.7%

⑦ 政治、政策決定の場 今回調査[n=1047] 72.5% 2.5%

前回調査[n=1176] 76.7% 1.2%

⑧ 社会全体 今回調査[n=1047] 67.6% 4.8%

前回調査[n=1176] 73.2% 4.9%

11.9 

11.2 

14.4 

21.6 

1.7 

3.0 

3.0 

4.9 

7.5 

9.4 

17.0 

19.8 

30.1 

28.7 

13.3 

13.9 

40.1 

44.0 

37.1 

44.1 

8.9 

13.4 

22.3 

24.3 

33.7 

33.2 

50.4 

50.9 

42.4 

48.0 

54.3 

59.3 

33.0 

29.0 

29.6 

18.5 

65.3 

65.4 

49.9 

44.0 

35.0 

37.8 

17.2 

15.6 

16.3 

14.1 

18.3 

14.7 

6.8 

8.0 

7.0 

5.8 

3.1 

2.1 

6.0 

8.2 

6.3 

5.4 

3.2 

3.8 

1.6 

0.6 

3.6 

3.5 

1.6 

1.6 

2.0 

2.7 

1.7 

3.1 

1.6 

2.2 

2.0 

2.3 

2.2 

2.0 

1.5 

1.8 

1.6 

1.8 

4.8 

4.1 

8.2 

6.0 

18.4 

12.8 

16.3 

15.6 

13.5 

9.9 

9.1 

6.8 

7.2 

6.3 

7.6 

5.4 

1.7 

2.1 

1.7 

1.3 

0.9 

0.2 

1.0 

0.8 

2.0 

1.9 

0.9 

0.9 

0.9 

0.6 

1.2 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

無回答

●『学校教育』、『地域生活』は「平等である」、それ以外は「男性が優遇されている（計）」が最も高くなってい

る。 

●「男性が優遇されている（計）」は『政治、政策決定の場』で 72.5％、『社会通念・慣習』、『社会全体』で６

割台となっている。 

●「女性が優遇されている（計）」はすべての項目で１割未満となっている。 

●前回と比較すると、「平等である」は『学校教育』、『法律や制度』以外の６項目で高くなっており、『職場』は

11.1 ポイント上回っている。一方、「男性が優遇されている（計）」は８項目いずれも前回より低く、『職場』は

14.2 ポイント下回っている。 
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Ⅱ 家庭生活や働き方について 
 

１ 仕事と自分の生活のバランスについて 

 

（１）希望 

 

（２）現実 

 

  

全　体 [n=1047]

＜男女別＞

[n=400]

[n=614]

[n=1]

[n=13]

男性

女性

その他の性自認

記入したくない

5.0 

2.0 

20.3 

21.8 

23.1 

6.0 

5.7 

0.0 

31.8 

26.4 

100.0 

30.8 

5.8 

3.6 

12.0 

18.4 

15.4 

18.3 

21.5 

30.8 

1.0 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先したい 「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい 「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

3.2 

21.3 5.7 28.6 4.4 15.9 20.2 0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

全　体 [n=1047]

＜男女別＞

[n=400]

[n=614]

[n=1]

[n=13]

男性

女性

その他の性自認

記入したくない

28.5 

15.0 

30.8 

19.3 

31.8 

30.8 

6.8 

5.5 

27.5 

24.6 

100.0 

7.7 

4.3 

3.7 

7.7 

6.0 

12.4 

15.4 

6.5 

6.0 

7.7 

1.3 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先している 「家庭生活」を優先している

「地域・個人の生活」を優先している 「仕事」と「家庭生活」をともに優先している

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先している 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先している

20.3 27.0 5.8 25.6 4.0 9.7 6.2 1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無回答

●希望は、『「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい』が 28.6％で最も高く、次いで『「家庭生活」を優先したい』

が 21.3％となっている。 

●現実は、『「家庭生活」を優先している』が 27.0％で最も高く、次いで『「仕事」と「家庭生活」をともに優先して

いる』が 25.6％となっている。男性は『「仕事」を優先している』（28.5％）が最も高くなっている。 

●希望と現実の差については、『「仕事」を優先』は現実（20.3％）が希望（3.2％）より 17.1 ポイント高く、

『「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先』は希望（20.2％）が現実（6.2％）より 14.0

ポイント高くなっている。 
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２ 男女が共に仕事と家庭を両立していくために必要な環境整備 

 

 
 

３ 女性が働くことについての考え 

 

  

[n=1047]

育児・介護休業中の賃金や手当などの経済的支援を充実すること

管理職の意識、代替要員の確保など、制度を利用しやすい職場環境

を整備すること

在宅勤務やフレックスタイム制度など、柔軟な勤務制度を導入すること

育児・介護休業を取得できる期間を延ばすなど、制度を充実させること

男女が共に仕事と家庭を両立していくことに対して、家族など周囲の理

解と協力があること

地域や職場内の保育所、学童保育の整備、保育時間の延長など保育

内容を充実すること

パートタイマーなど非正規職員の労働条件を改善すること

残業を減らすなど、年間労働時間を短縮すること

病児保育を充実させること

その他

わからない

無回答

45.3 

41.7 

33.6 

30.9 

28.0 

27.9 

21.8 

16.1 

10.6 

3.6 

2.6 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

全　体 [n=1047]

＜男女別＞

[n=400]

[n=614]

[n=1]

[n=13]

男性

女性

その他の性自認

記入したくない

1.8 

0.3 

7.7 

3.0 

0.5 

3.0 

1.6 

26.8 

23.3 

7.7 

50.0 

63.4 

69.2 

2.5 

1.5 

11.8 

9.0 

100.0 

15.4 

1.3 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性は仕事をもたない方がよい

1.0 1.4 

2.2 24.5 57.9 

1.9 

10.2 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚するまでは仕事をもつ方がよいが、結婚後はもたない方がよい

結婚後もこどもができるまでは仕事をもつ方がよいが、その後は仕事をもたない方がよい

結婚や出産で仕事を辞め、その後こどもが大きくなったら再び仕事をもつ方がよい

結婚や出産にかかわらず仕事をもつ方がよい

会社に就職するよりも、女性自ら起業を選択できる方がよい

その他

無回答

●「育児・介護休業中の賃金や手当などの経済的支援を充実すること」が 45.3％で最も高く、次いで「管理職の

意識、代替要員の確保など、制度を利用しやすい職場環境を整備すること」が 41.7％、「在宅勤務やフレック

スタイム制度など、柔軟な勤務制度を導入すること」が 33.6％となっている。 

●「結婚や出産にかかわらず仕事をもつ方がよい」が 57.9％で最も高く、次いで「結婚や出産で仕事を辞め、その

後こどもが大きくなったら再び仕事をもつ方がよい」が 24.5％となっており、「その他」を除くほかの４項目は１割

未満となっている。 
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４ 職員の休暇・休業の取りやすさ 

 

（１）男性職員 

 

（２）女性職員 

 

 

Ⅲ 教育について 
 

１ こどもの教育における男女平等意識 

 

  

[n=680]

取り

やすい

（計）

取り

にくい

（計）

① 有給休暇 65.4% 21.2%

② 育児休業 42.9% 32.9%

③ 介護休業 36.6% 31.9%

35.3 

17.5 

13.1 

30.1 

25.4 

23.5 

9.4 

13.8 

14.4 

11.8 

19.1 

17.5 

9.3 

19.4 

26.8 

4.1 

4.7 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取りやすい どちらかといえば取りやすい どちらかといえば取りにくい

取りにくい わからない 無回答

[n=680]

取り

やすい

（計）

取り

にくい

（計）

① 有給休暇 73.8% 14.7%

② 育児休業 66.5% 13.6%

③ 介護休業 50.7% 19.3%

43.4 

38.4 

22.8 

30.4 

28.1 

27.9 

7.5 

6.2 

9.7 

7.2 

7.4 

9.6 

6.3 

14.6 

24.7 

5.1 

5.4 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取りやすい どちらかといえば取りやすい どちらかといえば取りにくい

取りにくい わからない 無回答

[n=1047]

そう思う

（計）

そう思わ

ない

（計）

① 男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく

育てる方がよい
41.4% 52.3%

② 性別にとらわれず、男の子も女の子も炊事・

掃除・洗濯など生活に必要な技術を身につ

けることが必要である

94.5% 2.8%

③ 小学校や中学校で、教師が児童・生徒の

名前を呼ぶときは、性別で「くん」「さん」を

使い分けない方がよい

36.0% 49.3%

④ 小学校や中学校で、名簿について男女で

分けず、男女混合の名簿を使用する方がよい
31.4% 47.3%

11.0 

67.5 

16.5 

12.8 

30.4 

27.0 

19.5 

18.6 

20.8 

2.0 

20.3 

20.2 

31.5 

0.8 

29.0 

27.1 

3.9 

1.0 

12.6 

18.9 

2.4 

1.7 

2.0 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない わからない 無回答

●男性職員が「取りやすい（計）」ものは、『有給休暇』が 65.4％で最も高く、次いで『育児休業』が 42.9％、

『介護休業』が 36.6％となっている。 

●女性職員が「取りやすい（計）」ものは、『有給休暇』が 73.8％で最も高く、次いで『育児休業』が 66.5％、

『介護休業』が 50.7％となっており、いずれも男性職員より高くなっている。 

●『性別にとらわれず、男の子も女の子も炊事・掃除・洗濯など生活に必要な技術を身につけることが必要である』

は「そう思う（計）」が 94.5％となっている。 

●他３項目は「そう思わない（計）」が「そう思う（計）」より高くなっている。 
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２ こどもを性被害から守るために必要だと思うこと 

 

 

 

Ⅳ 配偶者や恋人からの暴力などについて 
 

１ これまでの配偶者や恋人からの暴力などの状況 

 

 

  

[n=1047]

保護者や学校が、こどもに対し教育を行うこと

こどもや保護者が困った時に相談できる窓口を設けること

相談したこどもや保護者の支援体制を構築すること

取締りや規制を強化すること

メディアやイベントなどを通じて、こども、保護者、社会に対し、広報

啓発を行うこと

こどもにインターネットなどから、いわゆるＪＫビジネス等怪しい求人

の情報を見せないようにすること

その他

わからない

無回答

73.5 

69.7 

55.5 

49.3 

44.7 

37.3 

4.2 

2.6 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80%

これまでに

受けたこと

がある

（計）

① 身体的暴行 14.4%

② 心理的攻撃 26.3%

③ 経済的圧迫 12.1%

④ 性的強要 10.2%

[n=945]

80.4 

68.0 

82.3 

83.8 

10.2 

12.2 

5.6 

5.9 

2.0 

4.9 

3.3 

2.5 

1.2 

5.0 

1.4 

0.5 

1.0 

4.2 

1.8 

1.3 

5.3 

5.7 

5.6 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

これまで、まったくない これまで１、２度あったが、この１年間はない

これまで何度もあったが、この１年間はない この１年間に１、２度あった

この１年間に何度もあった 無回答

●「保護者や学校が、こどもに対し教育を行うこと」が 73.5％で最も高く、次いで「こどもや保護者が困った時に相

談できる窓口を設けること」が 69.7％、「相談したこどもや保護者の支援体制を構築すること」が 55.5％となっ

ている。上位３項目は５割以上となっている。 

●すべての項目で「これまで、まったくない」が６割以上となっている。一方、「これまでに受けたことがある（計）」は

『心理的攻撃』が 26.3％で最も高く、他３項目に比べ１割以上高くなっている。 

※詳細は報告書本編 80～84 ページを参照 



- 7 - 

Ⅴ 性的少数者（セクシュアル・マイノリティ）について 
 

１ 性的少数者にとって生活しづらい社会だと思うか 

 

 

 

Ⅵ 社会活動等への参画について 
 

１ 地域活動の参画状況・参画意向 

 

   

思う

（計）

思わない

（計）

全　体 [n=1047] 60.3% 19.0%

＜男女別＞

[n=400] 57.1% 22.1%

[n=614] 64.1% 17.2%

[n=1] 100.0% 0.0%

[n=13] 46.2% 15.4%

男性

女性

その他の性自認

記入したくない

19.3 

19.1 

37.8 

45.0 

100.0 

46.2 

12.8 

12.2 

7.7 

9.3 

5.0 

7.7 

17.8 

17.4 

30.8 

3.3 

1.3 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18.7 41.6 12.3 6.7 18.1 2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

思う どちらかといえば思う どちらかといえば思わない

思わない わからない 無回答

[n=1047]

町内会・自治会、青年団・婦人会・老人クラブでの活動

趣味・スポーツ、教養・学習・文化に関する活動

保育園・学校等の保護者会・ＰＴＡ活動、こども育成会活動

ＮＰＯ、ボランティア団体等での活動

医療・社会福祉分野での奉仕活動

防犯・防災分野での活動

子育て・こどもの健全育成に関する活動

国際交流・国際協力・国際平和に関する活動

自然保護・公害防止など、環境問題に関する活動

観光・地域の活性化に関する活動

男女平等や女性問題について学習する会など男女共同参画に関する活動

消費者問題に関する活動

その他

現在参画している活動はひとつもない／今後参画したい活動はひとつもない

無回答

25.9 

16.2 

10.1 

3.9 

2.9 

2.9 

1.5 

1.4 

1.2 

1.1 

0.4 

0.4 

0.8 

51.5 

4.1 

13.1 

34.8 

5.0 

10.7 

7.0 

10.5 

9.9 

7.7 

9.5 

11.1 

3.5 

2.3 

1.7 

28.6 

6.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

現在参画している（事業の運営に関わるなど）活動

今後参画してみたい（引き続き参画したい）地域活動

●「思う（計）」が 60.3％、「思わない（計）」が 19.0％、「わからない」が 18.1％となっている。「思う（計）」

は男女とも５割を超え、「思わない（計）」より３割以上高くなっている。 

●参画中は「町内会・自治会、青年団・婦人会・老人クラブでの活動」（25.9％）、参画意向は「趣味・スポー

ツ、教養・学習・文化に関する活動」（34.8％）が最も高くなっている。 

●「現在参画している活動はひとつもない」（51.5％）は約半数を占めている。一方、「今後参画したい活動は

ひとつもない」（28.6％）は２割以上低くなっている。 
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Ⅶ 男女共同参画社会に関する行政への要望について 
 

１ 「男女共同参画社会」実現のため、市が力を入れていくべきこと 

 

 

 

 

[n=1047]

子育てや介護中であっても仕事が続けられるような社会的支援の充実

子育てや介護などでいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する

保育の施設・サービスや、高齢者や病人の施設や介護サービスを充実する

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に働き方の見直しを進める

女性やこども等の人権が侵害されないような防犯環境の整備

学校における男女共同参画に関する教育・学習の充実

鎌ケ谷市の審議会委員や管理職など、政策決定の場に女性を積極的に登

用する

ＤＶ被害者の保護・自立支援や相談体制の充実

女性に対する再就職支援や起業に対する情報提供

民間企業・団体などの管理職に女性の登用が進むよう支援する

従来、女性が少なかった分野（研究者など）への女性の進出を支援する

女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を提供する

男女共同参画推進センター機能・事業の充実

女性に対する暴力を根絶するための取組を進める

まちづくりや防災対策への女性の参画

男女の平等と相互の理解や協力について広報・ＰＲする

男女共同参画条例の整備など、条例や制度の面で見直しを行う

男女の平等と相互の理解や協力について学習機会を充実する（男女共同

参画セミナーなどの実施）

性差に配慮したライフステージごとの健康支援

その他

わからない

無回答

54.3 

46.2 

41.2 

33.0 

31.1 

30.0 

26.3 

26.0 

21.2 

20.9 

20.6 

19.8 

19.7 

18.0 

17.0 

14.7 

14.0 

13.2 

11.8 

3.2 

8.2 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

●「子育てや介護中であっても仕事が続けられるような社会的支援の充実」が 54.3％で最も高く、次いで「子育

てや介護などでいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する」が 46.2％、「保育の施設・サービスや、高齢者や

病人の施設や介護サービスを充実する」が 41.2％、「労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女共に働き

方の見直しを進める」が 33.0％となっている。 

令和７年度 男女共同参画に関する市民意識アンケート調査報告書 概要版 

鎌ケ谷市 市民生活部 市民活動推進課 男女共同参画室 

〒273-0195 鎌ケ谷市新鎌ケ谷二丁目６番１号 


